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１．はじめに 
セルロース  (cellulose) は、植物細胞壁の

成分などとして地球上に最も多く存在する炭

水化物であることから、建材、綿などの繊維

製品、家具、ワラ製品、薪など燃料として古

くから我々の生活に身近で欠かせない材料と

して用いられてきました。これら従来からの

セルロース利用は、セルロースを長い繊維と

して用いることが多く、これからもその利用

価値は重要で変わらないと思われます。 
一方で、ここ数年の地球温暖化問題など環

境問題に対応した技術・製品が国内外で求め

られるようになり、生産・廃棄において環境

負荷が小さいセルロースはさらに着目され、

従来と異なる新規な利活用方法の開発に期待

が膨らんでいます。 
２．短繊維・微細化セルロース 
近年の新規なセルロース利活用技術開発の

ひとつに、短繊維・微細化したセルロースの

製造・利活用があります。短繊維・微細化し

たセルロースはセルロースナノファイバー、

ナノセルロースファイバー、バイオナノファ

イバーなどと呼ばれます１）。 
製造方法には、植物を機械的に解繊する方

法、TEMPO(2,2,6,6-tetramethylpiperidine 
-1-oxyl radical）などの触媒酸化する方法及
び酢酸菌などの微生物により生産する方法が

あります。機械的な解繊を行う場合、高圧の

ホモジナイザーや石臼の様に、試料に対して

大きな剪断力を与えることが出来る粉砕機が

必要です。また、微細化の処理過程で酸加水

分解の工程を用いることにより繊維長が一定

レベルで短くなることが知られています２)。 
３．短繊維・微細化セルロースの応用 
セルロースは、グルコースが強固なβグリ

コシド結合により直鎖状に密な状態で結合し

ていることから、線熱膨張係数がガラス並み

に小さく、弾性率がガラス繊維並みで温度変

化が小さい、さらには、金属材料に比べ軽量

で高強度です。これらの性質から、短繊維・

微細化したセルロースは、シート材、フィラ

ー材、ゲル化剤など高機能性材料としての応

用が期待されています。具体的には、有機

EL ディスプレーのフレキシブル基板、軽量
化を目的とした輸送機の材料、イムノクロマ

ト診断材料、食品・化粧品添加剤など幅広い

分野に及びます。 
４．当所の取組 
愛知県産業技術研究所では、県内企業と共

同で、大きな剪断力をかけることが出来る湿

式粉砕機を用いた、セルロース粉砕技術の開

発を行いました３）。下図に、試作した短繊

維・微細化セルロースの SEM 像を示しまし

た。当所では短繊維・微細化セルロースの利

活用等バイオマスの利活用について取り組ん

でおります。企業の皆様からの問い合わせを

お待ちしております。 
 
 
 
 
 
 
 
図 短繊維・微細化セルロースの SEM 像 
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